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土 の透水試験方法 の JIS 改訂原案 に つ い て

±質 工 学会 調査部長　土 田 肇

　土 の 透水試験 に 関す る 日本工業規格 JIS　A 　1218 土 の 透

水試験方法は 1961年 に制定され た もの で ，18年間に わ た る

関連研究の 成果や利用の実態をふ ま え て，これ を改訂する

必 要性が生 じ て お りま した。そ こ で ，土質工学会調 査部は

土 の 透水試験方法基準化委員会 （委員長 ： 河上房義）を 昭

和52年 3月 に設置 し ， 改訂案の 検討をお願い して ま い りま

した 。 委 員会 の ご努力 に よ り， こ の 度改訂原案が で き ま し

た の で ，こ こ に ， 会員各位に報告致 します 。

　こ の 改訂原案は，以後 の 手順を経て土質工 学会 とし て の

改訂案 と な りま す 。 ま ず，後に 記す要領に よ り会員各位の

ご意見 を募 り， それ が 検討され，必要な場合に は ， こ こ に

示され て い る改訂原案が修正 されます。その 後，改訂原案

が情報委員会 で審議され ，必 要 な 場合 に は再 び 改訂原案の

修正 が行わ れます 。 それが ， 理事会 に お い て審議 され ， 土

質工学会 と し て の 改訂案と な り， 改訂の 要望と と もに 工 業

技術院に送付 され ます 。

　会員各位にお い て は ， 積極的 に改訂原案に対す る ご意見

をお寄 せ 下 さる よ うお 願 い 致 し ます 。

　委員会設置以来，熱心 に 改訂原案をご検討下さっ た 河上

房義委員長 ， 並び に委員各位 に 心 か らお礼申 し上 げます 。

土 の 透水試験法基準化委員会 に お い て ， 標記の 改訂 原案が ま とま りま

し た。こ の 改訂原案は 会員 の ご 意 見を加 えた うえで ，所 定の 審 議 を 経

て ，土質工 学会改訂 案 とな ります。こ の 改 訂原案の 内容に 関する ご意見

が あ りま した ら，昭 和54年12月 末 日ま で に書面 を も っ て お 申し出 くだ さ

る よ うお願い い た し ます。　　　　
一
　　　　　 （土質工学 会 調査部）

日本工 業規格 （JIS）「土 の 透水試験方法」 の 改訂 に つ い て

土 の 透水試験方法基準化委 員会 委員長　河 　　上　　房 　　義

　土 の 透水試験は，い うまで もな く各種の 水に接する 土質

構造物 の 構造設計や材料の 選択 ， 地下水面以下 に基礎を も

つ 構造物の 安定の 検討や基礎工 事の 施工方法の 選択，土質

に 関連ある 災害 の 防御工 事 の 計画な ど ， 土木 ， 建築 ， 農業

工 学等の 実際面 に お け る設計や施工 技術を扱 う際に ， 基礎

とな る 土の 性質 を求 め る た め に 必要 で ある こ とは広く認 め

られ て い る。

　 こ の 故に ， 土 の 透水試験方法が 日本工業規格 の 中に採択

され た の も比 較的古 く，現行 の 規格 は 1961年 に 公布 され た

もの で あ る 。 爾来，18年間に格別 の 改訂 も行われ ずに 経過

し ，

一
方 こ の 規格の 基礎とな る土 の透水性に関して 種 々 の

研究 も進 ん で 来 て い る の で，改め て現行の 規格を見 直す こ

とが適当で あ る と考え られ る よ うに な っ た 。 これ が透水試

験方法基準化委員会が設置され た経緯で あろ う。

　 こ の 委員会 は ， 学校 。官民 の 研究機関 ・コ ン サ ル タ ン ト

会社 などに あ っ て 現 に との 試験方法 を教育
・
研究 ・実務 の

面 で 使用す る機会を多く持 つ 13名の 委員 で 構成され ， 1977

年 3 月以来活動を行 っ て 来た 。

　 こ の 委員会に おい て 新 しい 規格 の 改訂案 を作成す る に 当

た っ て ， まず諸外国に おける土 の 透水試験方法 に 関す る基

準 の 現状を調査 し て み る と，新た に 基準化 され た もの は 少
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な く，あ る い は 既 に基準化 され て い た規格が 消滅 した り，

暫定の 規格や特定の 機関 の 定あた 基準が長 く使用 され て い

る な ど ， こ の 試験方法 の 困難さや複雑さ を伺わ せ る もの が

あ る 。 又 ， 現行 の 規格を詳細 に 検討す る と ， 最近 の 研究成

果 に鑑み て 修正す べ き箇所 や ， 使用器材 の 進歩等 で 探 り入

れ る ぺ き こ と もか な り多い 。 改訂案に は こ の よ うな事項 が

盛 り込まれ て い る。

　一般 に 土構造物や 地盤 を構成する材料 の 種類や 性質は広

範 に わ た り，そ れ らの す べ て の 材料 に こ の 基準の 方法が 適

用 で きな い こ とは もちろ ん で あ る。こ の よ うな材料に 適用

され る試験方法に つ い て は ，規格の 解説で触れ て あ る。

　終 わ りに こ の 改訂案の 作成 に 長期間 に わ た っ て 尽 力 され

た委員各位に厚 く感謝の 意を表する。

　委員長　河上　房義 （宮城工業高等専門学校）

　幹　事　江刺　靖行 （電力中央研究所）

　　 〃 　・柳沢　栄司 （東北大学工学部）

　委　員　安違、健司 ：（基礎地盤 コ ン サ ル タ ン ツ   ）

　 　 〃

’ノ

〃

〃

伊藤徳二 郎 （鞠応用地質調査事務所）

小田　英
一

（徳島大学 工 学部）

川 口　徳忠 （農林水産省農業土木試験場）

草間　　
一

（国鉄鉄道技術研究所）
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委　員　久楽　勝行 （建設省土木研究所）

　 〃　　河野伊一郎 （岡山大学工 学部）

　 〃　　済木　幸平 （梶谷調査工 事  ）

委　員　松本　
一

明 （運輸省港湾技術研 究所）

　 〃 　　箭内　寛治 （山梨大学工学部）

土 の 透水試験方法基準 （改訂原案）

土 の 透水試験方法基 準化委員会

1．　 総 則

　1．1 適用範囲

　こ の 規格は，飽和状態 の 土 の 透水係数を実験室で 求め る

ため の 試験方法に つ い て 規定す る。

　1，2　用語の意義

　透水係数 とは，層流状態に お け る浸透流 の 動水勾配 に 対

する浸透流速 の 比 をい う（図一 1参照）。

　1．3 試験方法 の 種類 と適用

　透水試験 に は ，定水位透水試験 と変水位透水試験 とが あ

り，前者は透水係数の 比較的大きい 材料の 試験 に適用し，

後者は透水係数の 比較的小 さい 材料の試験に適用する 。

　1．4　定水位透水試験

　一定の 断面 と長 さをもつ 試料の 中を，

一定の 水位差に よ

っ て ，

一定時間内 に 浸透す る水量 を測定する試験で ， その

原理を図
一2 に 示す。

　 1．5 変水位透水試験

　一定の 断面 と長 さをもつ 試料の 中を浸透する こ とに よウ

て 生ずる水位 の 降下 と， その 経過時間 と の 関係を観測する

試験 で ， そ の 原理を図
一 3に 示す 。

2． 定水位透水試験

　2．1 試験用具

　2．1．1　試料容器

　（1） 透水 円筒　上端 に越流 ロ をもっ た剛性 の 高い 円筒で ．

内径 10cm ，越流 ロ ま で の 高さ 15　cm の もの を原則とす る a

そ の 他の 寸法の 円筒 を使用す る揚合内径及 び高さは 少 な く

と も試料 の 最大粒径 の 10倍以上 とす る 。

　【2〕 有孔板 透水 円筒内で 試料及びポーラ ス 板をささえ

る防食性金属板に 小孔をあけた もの とす る 。

　｛3） 金網　透水円筒の 内径 よ り， やや小 さい 直径に切っ

た 円形 の 防食性金属網で ，ふ る い 目の 開き ，
420μm 程度

k＝ 4
　 ；

k：透水係数 （eロゾs）
v ：流 速 （cm ／s）
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の もの とす る。

2．1．2 越流水槽　 試料容器 を入 れ る の に適当 な大き さ

をもち，動水勾配が0．3 を越えな い 程度 に永面を保ちうる

よ うな越流 口 を設 けた水槽とす る （図一 2参照）。

　2．1．3 棒状温 度計　 最小 目盛 0．5℃ の もの 。

　 2．1．4

　 2．1．5

　 Z1 ．6

量 の もの 。

　2．1．7

ス トッ プ ウオ ッ チ

定規　　鋼製の もの ， 又 は ノ ギ ス 。

は か り　　測定質量に 対 して 111000 以下 の 感

メ ス シ リン ダー　　測定水量 の 11100 の 目盛 を

有する もの 。

　 2．1．8　 フ ィ ル ター　　フ ィ ル ター材 ， 又 はポーラ ス 板

の 透水係数 は測定す る供試体 の 透水係数 の 10倍以上 の 値 を

有する もの
。

　2．2 試料 の準備 及 び供試体の作成

　 2．2．1　 試料をよく混合して含水比が均一と なっ た もの

を準備し ， そ の 質量をは か る 。

　2．2．2　 試料の 比 重 G8 及 び含水比 w （％）を， お の お

の JISAl202 及 び JISA1203 に よ っ て 測定す る 。

　2．2．3　 透水円筒 の 内径 をはか り， 断面積 A （cm2 ）を計

算す る 。

　2．2．4　 試料 を 2，2．6 の 方法 で 所定 の 密度 に 突 き固め な

が ら透永円筒に 均等 に 詰 め る。所定の 高さまで 試料 を入 れ，

定規 で 試料 の 高さ L （cm ）をはか る 。

　 2．Z5 　 透水 円 筒 に 投入す る前 の 試料 の 質量 か ら投入 し

た 残 りの 試料の 質量を差 し引 い て，円筒内の 試 料 の 質 量

m （g） を求 め る。

　Z2 ．6　 均等な供試体を作 るた め透水円筒に 入れ る試料

の 一層の厚さは締固め後最大 1．5cm とする 。 しか し最大

粒径が 1．Ocm 以上 の 試料の 揚合は ほ ぼ最大粒径の 1．5 倍

に 相当す る厚 さ とする 。 試料は ポーラ ス 板 あ る い は す で に

で きて い る層 の 上 に静 か に所定の 厚 さに敷き， 試料の 分離

を防ぐ。

　2．Z7 　 所定 の 密度 の 供試体を透水円筒 に 直接締 め固め

て 作 る 方法 に は ， 端 にゴ ム をか ぶせた金属捧を用い る方法 ，

J工SA1210 の 突固め ラ ン マ ーを用 い る方 法，振動式 タ ン

パ ーを用い る方法が あ る。所定の 密度を得るた め の 締固め

程度は，同 じ容器 に よる試験 に先立 っ て の 試行に よ っ て決

め な け れ ば な らな い 。

　2．Z8 　 サ ン プ リ ン グに よ っ て得た乱さない 試料を用 い

る場合 ， あ る い は別の突固め モ ー
ル ドに突き固 め た試料を

用い る 揚合に は 3．2 に準 じて行う。

　2．2．9　 特別な 目的で透水試験 を行う場合 に は ， JIS　A

1210に よ っ て モ
ー

ル ド中に突き固 め た試料を，そ の ま ま

透水試験用試料 と して 使用す る こ とが で きる 。

　 2．3 試験方法

　2．3．1　 試験装置 を水平な台の 上 に静置す る。

　 2．3．2　 試料 の 上面 を， フ ィ ル ターで お お う。
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　2．3．3　 試料容器 に入れ た試料の 底部 か ら上部 に 向か っ

て徐々 に水浸 し ，飽和 させ る 。

　2．3．4　 透水円筒 の 上端 か ら静 か に注水 し ， 円筒 の 上部

の 越流 口 か ら越流 させ ，

一
定 の 水位を保 た せ なが ら越流水

槽か ら排水させ る。

　2．3。5　 越流量 が ほ ぼ一定とな る の を待 っ て ， 時刻 tl か

ら t2 まで の 時 間 （S）内に 越流す る水量 Q （cma ） をメ ス シ

リン ダーで は か る 。
こ の 操作を少な くと も 3 回繰 り返 し ，

透水係数 を求 め る。

　Z3．6　 水槽の 中の 水 の 温度 T ℃ をは か る 。

　2．3．7　 図
一 2 の 水位差 H （cm ）t 又 は h（cm ）をは か る 。

　2．4 試験結果の整理

　2．4，1　 測定温 度 T ℃ に対する透水係数 葡 を次式で

計算する 。

　ピ エ ゾメーター
の な い 場合

・・
一者・

。（，£ ，
、）
（・m1 ・）・……・……………・……〔1｝

ピエ ゾメーターの あ る場合

峠 ・
。（

Q
　　　　　　　（cm ！stz− ti）

） ……・・……………・…にγ

　2．4．2　 温度15℃ に対す る透水係数 ktS は ， 温度 丁 ℃ に

対す る水 の 粘性 に よ る補正係数 η7！η、5 を表一1に よ っ て 求

め ， 次式に よっ て計算ナ る。

　　　k
・画 薨（・m ！・） ……・一 …一 …・一 …

〔・｝

　　　　　　η7，η15 ： そ れ ぞ れ T ℃，15℃ に お け る

　　　　　　　　　 水の 粘性係数

　2．4．3　 試料の 質量 m （g）， 含水比 を w （％），供試体の

断面積 を A （cm2 ）， 高 さを L（cm ）と して乾燥密度 pa を次

式 に よ っ て 計算す る 。

　 　 　 　 m

　　　　　　　　（9／cmS ）…・…・・・・・・・・…　一・・・・…　｛3｝Pd ＝

　　A ・L（
　　　 脚

1十
　　 100）

表
一1　 透水係数の温度 T ℃ に よ る補正係数 η7 ／Vrs

T℃ o0 ．51 ．01 ．52 ．02 ．53 ．03 ．54 ．04 ．5

01 ．5751 ．5471 ．5211 ．495L4701 ．446L4241 ，4001 ．378L356

51 ．3361 ．3151 ．291 ．27L1 ．23L217L   1，1821 ．165

1D1 ．149L1321 ．1161 ．0L1 ．061 ．01 ．041LO271 ．013

151 ．（XP0 ，9870 ．9750 ，962O ．950O ．9360 ．9250 ．910 ．9020 ．891

2DO ．88DO．8700．8590．8490．8390．80 ，8190，809O．8000．791

25O ．7820．7730．7640 ．7570 ．7480，7400．？310 ．7230．7150 ．70？

30o 。700D ．6930 ．6850 ．670 ．6710 ．660 ，6570 ．6510．6450 ．638

350 ．6320 ．6260 ．5200 ，6130。5070 ，602O ．5960 ．5910 ．50 ．579

400 ．570 ．5690．5640．5590 ．554o ．549O ．5440 ．5400．5350 ．530

45O ．5250 ．5210 ．5170 。5110 ．5070 。5030 ．4980 ．4940 ． 0．486

注） こ の 置は JIS　Z　8803−1976 に よる。　 vls＝IL38 ミ リポァ ーズ

　 （N ・slcm2 　X　l！looo）

59

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

資 　料一328

　2．4．4　 〔3拭 に よっ て 求めた Pd，土粒子 の 比 重 G8 及び

水 の 密度 Pw か ら供試体 の 間隙比 e を次式で計算す る 。

　　　。 ＝

G8°ρw ＿1 ＿＿＿＿．＿．＿ ＿＿＿．卩＿．＿ 〔4）
　 　 　 　 　 　 ρa

　Z45 　含水比 ，比 重，間隙比 か ら試験前の 飽和度 Sr

を次式で計算する 。

　　　8。
＿ 亜 Σ（％）＿＿＿＿．．＿＿＿ ＿＿＿．＿＿．

 
　 　 　 　 　 　 e

3．　 変水 位透水試験

　3．1 試験用 具

　3．1．1 試料容器

　（1】 透水 円筒　剛性 の 高 い 円筒で ， 内 径 10cm ，高 さ

12 　cm の もの を原則とす る 。 内径 は 少 な く と も試料 の 最大

粒径 の 10倍以上 とす る 。

　  　上 ぶ た及び底板　透水円筒 の 両端を固定する もの で，

図
一 3 の よ うな注

・排水孔を有す る もの とす る。

　（3） 金網　フ ィ ル ター材 を用 い る 揚合に は 透水円筒の 内

径 よ り， やや歩さ勢直律に切 っ tc円形 の 防食性金属網蔦

ふ る い 目の 開きは 420 μm 程度の もの
』
2枚 と 74　Ptm程度

の もの 2 枚 とす る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・’

　3、1．2　 試験用配管　水槽及び真空ポ ン プと試験装置 と

を接続す る管で ，管内が 真空 に な っ た とき， 大気圧 に 耐え

る こ と の で きる 内径 1cm 程度の もの とする。

　 3．1．3　 バ ル ブ　気密 で 漏水 し ない もの 。

　3．1．4　 ス タ ン ドパ イ プ 長 さ 1m の ガ ラ・ス 管に 目盛を

付け る か，又 は 標尺をと り付 けたもの で ， ガラス 管は試料

の 透水性 に応 じ て 内径が 0．5　crn，2cm ，5cm 程度 の もの

を選ぶ もの とする 。

　 3．1．5　 真空ポ ン プ　真空度 600mmHg 以上 を保ち得

る もの 。

3．1．63

．1．73

．1．83

．1．9

貯水槽　試験用水 をた くわ える もの 。

給水 び ん 　気密なふ た を付けた もの 。

越流水槽　越流 口 の ある水槽 。

ア ズ ピ レーターびん　ガ ラス などの 透明なビ ン

で ， 底部に 排水 口 を付 け た 気密 なふ た付きの もの 。

　3．1．10　は か り　測定質量 に対 し 1／1000 以下 の 感量 の

もの 。

　3．1．11 棒状温 度計　最小 目盛 0．5℃ の もの。

　3，1．12　ス トッ プ ウオ ッ チ

　3．1．13　定規　鋼製の もの，又 は ノ ギス 。

　3．1．14 巻尺　鋼製の もの 。

　3．1．15　 フ ィ ル ター　フ ィ ル ター材又 は ポーラ ス 板の 透

水係数 は測定す る供試体の透水係数の 10倍以上 の値を有す

る もの 。

　 3．2　 、試料 の 準備及 び 供試体 の 作成

　 3．Z1　 透水円筒の 内径をは か り，断面積 A（cm2 ）を計

算する。

60

　3．2．　2　 透水円筒を底板 （図一 3 の ＠）に 載せ ，ポー
ラ

ス 板 を敷 くe

　3．2．3　均等 な供試体を作るた め透水円筒に入れ る 試料

の
一

層の 厚 さは締固め 後最大 1．5cm とする。しか し最大

粒径 が 1．Ocm 以上 の 場合 は ， ほ ぼ最大粒径 の L5 倍 に相

当す る 厚 さとす る 。試料の 締固め方は 2．2．7 に準ず る。先

に締め 固め た 試料 の 表面が 滑 らか な場合 は表面 を引っ か い

て 試料 の な じみ をよ くす る 。

　3．2．4　 所定 の 密度の 供試 体を試験装置 か ら取 りはず し

た 円筒モ ー
ル ドに締め固め る方法 に は ， 端 に ゴ ム をか ぶ せ

た 金属棒を用い る方法があ る。所定の 密度 を得 る た め の 締

固 め の 程度は，同 じ容器に よ る試験 に先立 っ て の 試行に よ

っ て 決 め る 。

　 3．2．5　 透水円筒に投入する前の 試料 の 質量 か ら， 投入

した残 りの 試料 の 質量 を差 し引い て，円筒内 の 試料の 質量

を求 め る 。

　 3．2．6　 土粒 子 の 比 Ut　Gs及 び含水比 zv （％） をおの お

の JIS　A 　1202 及び JIS　A 　1203 に よ っ て 測定 す る。・

　 3．2．7　 サ ン プ リ ン グに よ．っ て 得た乱 さない 試料をそ の

ま ま供試体と し て使用 す る こ とが で きる。こ の 場合試料と

円筒の すき間を漏水防止材な ど で 密封 し て すき間か らの 漏

水 を防止 す る 。 こ の 場合試料の断面積 A （cm2 ）をあ らか じ

め 測定 し て お く
’
。

　 3．2．8　 特別な 目的 で 透水試験 を行う場合に は，JIS　A

1210 に よ っ て モ
ー

ル ド中に突き固 め た 試料 を，そ の まま透

水試験用試料 と し て 使用す る こ とが で き る。

　3．Z9 　作成 した 供試体 の 断面積 A （cm2 ）及び試料め高

さ L（cm ）を は か る。

　 3．2、10 試料を透水試験装置に 直接締め 固 め る 場合に は，

底板上 に ポー
ラス板を置く。

　 3．Z 　1−1　試料の 上面 に ポーラ ス 板を置く。

　 3．2．12　フ ィ ル タ
ー

材 を用 い る揚合に は ， 試料の 上に ふ

る い 目の 開き 74
μ
m の 防食性金綱を載せ， そ の 上に厚 さ

約
．
1cm だ け フ ィ ル ター材を置き ， フ ィ ル ター材の 上面が

透水円筒の上端に ほ ISt−一一致す る よ うに その 上面 をな らす。

　 3．Z13 　 フ ィ ル ター材上面 にふ る い 目の 開き 420
μ
rn の

防食性金網 を載せ ，試料容器 の 上 ぶ た （図一3の   ）を載

せ て ナ ッ ト （図一 3 の ◎）を締め ， 上 ぶ た及 び 底板 を透永

円筒に 固定する 。

　 3．3 試験方法

　 3．3．1　 試料容器 を水平 な台に静置し，図
一3 に 示す よ

うに 配管 し，すべ て の バ ル ブを閉 じる。

　 3．3．2　 脱気 し た 水 を貯水槽 に た くわ え る。

　 ．3，3．3　 バ ル ブH ， 1 を開き ， 貯水槽の水 を給水びんに

満た し，バ ル ブ H を閉 じ る 。

　 3．3．4　 バ ル ブ A ，B を開き，
　 A ，　 B 間の バ ル ブを水 で

満た し た の ちバ ル ブ B を閉 じ ， 次 に バ ル ブ C ， J を開い て

底板 ま で の 配 管 を飽和す る 。
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　3．3．5　 バ ル ブ 1 ，J を 閉 じバ ル ブ D ，　 G を開き ， 真空

ポ ン プ を作動 し ， 試料を損傷 しな い よ うに真空度 を徐 々 に

高 め，ア ス ピ レ ー
タ
ーび ん に気泡が出 な くな る ま で 放置す

る 。

　3．3．6　 バ ル ブ G を閉 じ ， バル ブ 1 を わ ず か に 開 い て 給

水 び ん の 水 を試料に 浸透 させ る 。 水が試料の 間隙 を満 た し

て バ ル ブ F に 達 し た と き，バ ル ブ D を閉じ る。

　3．3．7　 バ ル ブ 1 を大き く開き ， 試料を 大気圧 に もど し

て か ら，バ ル ブA を閉 じる 。

　3．3．8　 バ ル ブ E ，F を開き ， 貯水槽の 水 を ス タ ン ドパ

イ プ に満た し，バ ル ブ E を閉 じ る 。

　3．3．9　 管路 の 気 泡が残留 し て い る ときは 管路の 空気が

完全 に排除され る ま で 3．　3．　4か ら3．3．6 の 操作を繰 り返 す。

　3．3．10 越流水槽に水 を満た し，水槽 の 越流水面 か らス

タ ン ドパ イ プ の 標尺 の 零点 ま で の 高さ H （cm ）を巻尺 で は

か る 。

　3．3，11 バ ル ブ B ， D を開 き水面 が ス タ ン ドパ イプ の あ

る 高 さ R
、 ま で 降下 し た とき ，

ス トッ プ ウオ ッ チ を始動す

る。そ の後，一定経過時間ご と に数個 の 読み R2，　 R3，……

な ど を記録す る。

　3．3．12 水面 が ス タ ン ドパ イ プ の 下端 ま で降下 しな い う

らに 測定を打ち 切 り，バ ル ブ C を閉 じ る 。

　3．3．13　 バ ル ブ E を開き，再 び ス タ ン ドパ イ プに 水 を

満たす 。

　3．3．14　バ ル ブ E を閉 じ，バ ル ブ C を開き， 3．　3．　11の 測

定を繰 り返す。

　3．3．　15 前項 と同様に第三 回以後の 測定を行 う。 透水係

数が ほ ぼ一定と な る まで こ の 測定を繰 り返す 。

　3．3．16 越流水槽の 水温 T ℃ をは か る 。

　3．3．17 試験後の 試料の 含水比 w （％）及 び 供試体質量

m （g）を 測定す る。

　3：4　試験結果 の整理

　3．4，1　 時刻tl
，
　 t2に対応する ス タ ン ドパ イ プ の 読み R

且．

R2 か ら 3．3．10で はか っ た H （cm ）を参照 し て ，お の お の

の 時間 に対す る水頭 h1
，

ゐ2（cm ）を計算する 。

　3．42 　 測定時の 温度 T ℃ に対する透水係数 kT を次

式 で 計算す る。

　　　k・ 一 ・… ゐ 1・gZi（・ m1 ・）…・・…・…………〔・・

　　　　　こ こ に ， a ： ス タ ン ドパ イ プの 断面積 （cm2 ）

　3．4．3　 2．4．2 と同様 の 方法 に よ っ て ， 温度15℃ に対す

る透水係数 鳧 を計算す る 。

　3．4．4　 〔3｝，〔4吸 び〔5）式 よ り，試験前後の 供試体の 乾燥

密度 ， 間隙比及 び飽和度を計算す る。

4． 試験結果の報告

　透水試験結果 の 報告 は ， 温度 15℃ に対す る透水係数と と

もに，土粒 子 の 比重，試験前後 の 試料の 含水比，乾燥密度，

間隙比及び飽和度を報告す る 。 な お，定水位透水試 験 の 場

合に は ， 試験後 の 含水比及 び飽和度 の 報告 は省い て よい 。

引用規格　JIS　A 　1202

　 　 　 　 JIS　A 　1203

　　　　 JIS　A 　1210

土粒 子 の 比重試験方法

土 の 含水量試験方法

突固め に よ る 土の 締固め 試験方

法

学会誌「土 と基礎」 合本ファイル
製 本の い らない 表紙 1册500円（送料別）

 

 

 

1 図 に 示す様 に上下 の 止板金 を引出 します と
一定 の とこ ろで 止 ります 。

（尚強 く引 きます と取 り外 しもで きます）必要の PIN を抜 き と り

2図 に 示す様に合本 され る本の 中心折 目を開 き底板 を同時に 挾み込み

止金板 を差込 み ます 。

1 図，
2 図 を繰返す こ とに より 3 図の ように製本 さ れ ます 。

瞭 ．一一 k（・‘「T
　　 冒　　　　　 2

國魃
ピ ン は ヘ アーピ ン で も代用 で きます

お 申込み は 土 質工 学会販売係 まで

3

September ，
　 1979 6亅

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


